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【場所】東郷地区コミュニティ・センター／小会議室
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現
在
も
残
る
　
　
　

自
然
を
畏
れ
敬
う
心

　
海
、
山
、
川
に
囲
ま
れ
過
ご

し
て
き
た
私
た
ち
の
祖
先
は
、

自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
、
大
風

や
大
雨
な
ど
の
自
然
現
象
な
ど

の
目
に
見
え
な
い
大
き
な
力
に

霊
力
を
感
じ
、
畏
れ
、
敬
い
な

が
ら
日
々
を
過
ご
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
自
然

崇
拝
と
呼
ば
れ
、
わ

が
国
の
歴
史
文
化
を

形
成
し
て
き
た
要
素

の
一
つ
と
し
て
、
古

来
よ
り
私
た
ち
の
生

活
に
影
響
を
与
え
て

き
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
山
々
の

持
つ
神
秘
的
な
力
を

神
聖
視
し
崇
拝
す
る

よ
う
に
な
っ
た
も
の

は
山
岳
信
仰
と
呼
ば

れ
、
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
富
士
山
も

古
来
よ
り
山
岳
信
仰

の
対
象
と
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
私
た
ち
の
住
む
宗
像

は
、
山
よ
り
海
の
ほ
う
が
連
想

さ
れ
が
ち
で
す
が
、
宗
像
の
シ

ン
ボ
ル
、
四
塚
連
山
も
古
来
よ

り
秘
か
に
山
岳
信
仰
の
対
象
と

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

山
岳
信
仰
と
仏
教
の
融
合

修
験
道

　
神
社
で
は
神
秘
的
で
霊
力
の

宿
る
山
々
を
ご
神
体
と
し
て

祀
（
ま
つ
）
り
、
お
寺
で
は

山
々
を
修
行
や
生
活
の
場
と
す

る
な
ど
、
宗
教
の
中
に
も
山
々

に
対
す
る
信
仰
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
山
岳
信

仰
と
仏
教
が
融
合
し
成
立
し
た

日
本
独
自
の
宗
教
が
修
験
道
で

す
。
修
験
者
（
山
伏
）
た
ち
は
、

山
々
で
厳
し
い
修
行
を
す
る
こ

と
で
山
々
の
持
つ
力
を
体
得

し
、
人
々
を
救
う
存
在
に
な
る

こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。
九
州

で
は
、
英
彦
山
、
宝
満
山
、
脊

振
山
が
山
伏
た
ち
の
厳
し
い
修

行
の
場
と
し
て
有
名
で
す
が
、

山
伏
た
ち
は
宗
像
の
四
塚
連
山

で
も
山
々
を
巡
っ
て
苦
行
を
行

い
、
祈
祷
を
行
い
ま
し

た
。
私
た
ち
の
身
近
な

と
こ
ろ
で
は
、
鎮
国
寺

で
毎
年
４
月
28
日
に
奉

修
さ
れ
る
柴
灯
大
護
摩

供
（
さ
い
と
う
だ
い
ご

ま
く
）
の
時
に
彼
ら
の

姿
を
目
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

〜
秋
の
特
別
展
〜
　

50
年
ぶ
り
の
里
帰
り

　
経
典
を
経
筒
の
中
に
入
れ
て

土
の
中
に
埋
納
し
た
経
塚
は
、

中
世
に
盛
行
し
ま
し
た
。
山
頂

や
山
中
か
ら
発
見
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
、
こ
れ
ら
の
行
為
は
中

世
の
人
々
の
山
々
に
対
す
る
畏

れ
や
敬
い
の
表
現
の
一
つ
で

す
。

　
特
に
、
福
岡
は
経
塚
が
多
く

築
か
れ
た
地
域
で
、
こ
れ
ま
で

に
70
カ
所
以
上
で
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。今
回
の
特
別
展
で
は
、

福
岡
で
出
土
し
た
経
筒
５
点
を

展
示
し
ま
す
。
中
で
も
、
50
年

ぶ
り
の
里
帰
り
が
実
現
し
た
山

田
経
塚
出
土
品
（
銅
製
経
筒
、

滑
石
製
外
容
器
、青
白
磁
合
子
、

青
白
磁
小
壺
、
青
白
磁
栓
、
青

白
磁
残
片
〈
青
白
磁
の
破
片
〉、

経
巻
）
は
注
目
の
展
示
品
の
一

つ
で
す
。
１
９
６
４
年
に
四
塚

連
山
の
麓
の
山
田
地
区
か
ら
畑

の
開
墾
中
に
偶
然
見
つ
か
っ
た

も
の
で
、
長
ら
く
東
京
国
立
博

物
館
で
管
理
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
銅
製
経
筒
の
外
面
に
は
今

か
ら
９
０
０
年
ほ
ど
前
の
大
治

５
年
（
１
１
３
０
年
）
の
銘
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
文
化
財
職
員
・
山
田
広
幸
）

学びの里

第66回第66回

美
し
く
夜
道
を
照
ら
す

「
神
迎
え
・
灯
籠
の
道
」

第92回

ふるさとから

世界遺産を!

「神宿る島」「神宿る島」

連
遺
産
群

宗像 ･ 沖ノ島と関宗像 ･ 沖ノ島と関
連
遺
産
群

　
10
月
１
日
に
実
施
さ
れ
る

「
み
あ
れ
祭
」
で
、
宗
像
三
女

神
の
み
こ
し
が
神
湊
か
ら
宗
像

大
社
辺
津
宮
に
続
く
道
を
通
り

ま
す
。こ
れ
に
合
わ
せ
、宗
像
・

沖
ノ
島
世
界
遺
産
市
民
の
会
で

は
、
９
月
26
日
～
10
月
３
日
、

玄
海
コ
ミ
セ
ン
か
ら
海
の
道
む

な
か
た
館
ま
で
の
約
１
㌔
を
80

基
の
灯
籠
で
飾
り
ま
す
。
こ

の
事
業
は
、「
神
宿
る
島
」
宗

像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
の

世
界
文
化
遺
産
登
録
活
動
の
一

環
で
、「
神
の
住
む
ま
ち
宗
像
」

に
ふ
さ
わ
し
い
風
土
づ
く
り
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
灯
籠
に
飾
る
絵
は
、
海
の
道

む
な
か
た
館
で
開
催
さ
れ
た
イ

ベ
ン
ト
「
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

ま
こ
さ
ん
と
灯
籠
に
飾
る
絵
を

描
こ
う
！
」
で
、
子
ど
も
た
ち

が
描
い
た
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
、

飾
ら
れ
た
灯
籠
を
見
に
来
て
く

だ
さ
い
。

＊
灯
籠
の
点
灯
は
、
９
月
30
日

〜
10
月
３
日
の
午
後
７
時
〜

同
９
時
で
す

■
問
い
合
わ
せ
先

　
同
会
事
務
局

　（
世
界
遺
産
登
録
推
進
室
）

☎
（
36
）
９
４
５
６

神迎え・灯籠の道

修験道の修行の場となった四塚連山

　

自
然
を
あ
が
め
る
こ
と
は
私
た
ち
の
生
活
の
中
に
身
近
な
も
の
と
し
て
存
在

し
、
大
き
な
岩
や
巨
木
、
日
の
出
な
ど
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
に
行
く
こ
と
や
、
秋

祭
り
な
ど
の
行
事
は
、
自
然
を
畏
れ
敬
う
こ
と
の
表
れ
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
宗
像
の
地
で
も
、
古
来
よ
り
山
々
を
あ
が
め
る
山
岳
信
仰
が
行
わ
れ
、

今
で
も
、
そ
の
名
残
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

郷
土
文
化
課　

☎
（
62
）
２
６
０
０

秋の特別展「むなかたの山岳信仰」
　海の道むなかた館では、近年各地で注目されている山岳
信仰をテーマに、国・県指定の文化財や、約50年ぶりの
里帰りとなる東京国立博物館所蔵品をはじめとした、約
50点の文化財を展示解説。文化の秋、貴重な文化財を鑑
賞しながら、悠久の歴史を感じてみませんか。

●開催期間
　９月27日（火）〜11月13日（日）
＊月曜日、10月11日（火）は休館。
　同10日（月・祝）は開館
●開館時間
　9：00〜18：00 入場無料

豊かな自然の中で祈りを
ささげられていた証

（金銅製如来立像／英彦山新宮）

湯川山 孔大寺山 金山 城山

「
む
な
か
た
の
山
岳
信
仰
」

　
四
塚
連
山
に

　
　
　
　
見
守
ら
れ
て
き
た
暮
ら
し


